
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

●稲作における田植え、収穫の体験を行う。収穫した米を使い、学年

全体でおにぎりづくりの収穫祭を行っている。稲作体験や収穫祭に

は、地元の警察官の方も参加し、ふれあいを深めている。 

●稲作体験が、社会科の学習や総合的な学習の時間、また食育指導に

活用できるよう、年間計画に位置付けている。 

●稲作に関わる様々な体験を通して、食への意識を高めることがで

きた。また、地域の方とふれあう機会を多く設けたことで、児童

自身が地域の一員である自覚をもつことができた。 

●社会科等における学習意欲が高まり、学習内容を身近に捉えるこ

とができるようになった。 

●ロープに合わせてひとたばずつていねいにうえた。そのなえが、９

月にはすごくのびていて、とてもうれしかった。 

●田うえといねかりの仕方を教えてくださった農家の方、けいさつか

んの方、そしておうちの方、みんなで一緒に食べたおにぎりはさい

こうにおいしかった。 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

稲作体験 

第３学年 


